国際人事管理研究の歴史的展開と諸課題 by 守屋 貴司


























( 1 ) 通商産業省産業政策局国際企業課編『わが国企業の海外事業活動ー第21回一』大蔵省印刷局，
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( 3 ) 経営労務論・企業労働論の研究方法としては，古林喜楽『賃金論』千倉書房， 1986年，海道進
『経営労働論 第一巻方法論(上)j千倉書房， 1976年，石田和夫「現代企業労働研究の方法と課
題J 石田和夫・大橋昭一編著『現代技術と企業労働』ミネルヴPァ書房， 1978年，を参照。


































































( 5 ) 企業労働をも視野に含む多国籍企業研究としては，井上清・儀我壮士一郎編著『転換期の「多
国籍企業JI ミネルウゃァ書房， 1977年，夏目啓二『現代アメリカ企業の経営戦略J ミネルヴ、ァ書房，
1994年，井上宏『多国籍企業とグローパル戦略J 中央経済社， 1993年，亀井正義『多国籍企業の
経営行動J ミネルヴァ書房， 1991年，夏目啓二・三島倫八編著『地球時代の経営戦略J 八千代出
版， 1997年，参照。
( 6 ) 石田光男『賃金の社会科学一一日本とイギリス一一J 中央経済社， 1989年。
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ration) J と位置付け，この日本の雇用制度は「市場志向J のイギリスの雇用制度とは両極端に
8 ) 木元進一郎「日本的労務管理と『弾力化J 一一国際比較のために一一J r経営論集j (明治大学)
第39巻第 1 号， 1991年 9 月。
(9) Abegglen , James , C. , Ja.ρanese Factoη， MIT , 1957. (占部郁美監訳『日本の経営』ダイヤモ
ンド社， 1958年。)
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(11) Cole , R. , W ork , M obikity and Participation: A Co~ρarative Study 0/ Ja，ραnese and Amreiｭ







清著『企業と管理の国際比較:英米型と日本型』中央経済社， 1993年や Harukiyo Hasegawa , 
The Steel lndustη inJaραn: A ComJうarison with Britain , Routledge , 1996. などがある。
2. 日系多国籍大企業の国際人事管理に関する研究の歴史的展開
1980年代は，日本企業の多国籍化による日本的経営の国際移転の実験の年代であったと言え





日本的生産システム一一現地工場の「適用J と「運用JI 東洋経済新報社， 1991年，安保哲夫・
他「韓国・台湾における日本型生産システム:日系自動車・電機工場の『適用』と『適応jJ (東
























第 7 号， 1993年 8 月)と浅生卯一「在英日系自動車企業についての研究:英国日産の場合J <W 日
本福祉大学経済論集』第 8 号， 1994年 1 月)としてまとめられている。また，明治大学による
調査研究としては，木元進一郎氏の調査研究(木元進一郎「人事考課=査定の日・英比較J W経










開において， ["日本的生産システム J や「日本的雇用システム」の矛盾や問題性が明らかになり，
















































































































のことは， r企業組織の労働と管理J に関する現象が， 3 つの要因から成立していることを意味
している。それゆえ，各国の人事管理制度・企業労働の特殊性をトータルに解明するためには，
(15) K. マルクス，武田隆夫・遠藤湘吉・大内力・加藤俊彦訳『経済学批判J 岩波書店， 1987年， 11-

































(16) 学際的研究の必要性に関しては，渡辺峻『コース別雇用管理と女性労働j 中央経済社， 1995年，
1-10ページ，渡辺峻「労務管理研究方法論ノート j 同著，前掲書， 213ページ， 1996年，参照。
(17) 石田和夫「現代企業労働研究の方法J r商学論究』第24巻第 3 ・ 4 号， 1977年 3 月。
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をあててきたのに対して，私の国際人事管理研究の問題意識・課題設定・分析視角・研究方法
では，光の部分とともに，影の部分に大きな焦点をあてて展開がなされている点に特徴がある。
私は，日本大企業の国際人事管理と企業労働をトータルな形でその構造・特殊性を解明するた
めには，日本企業の光部分のみならず影部分にも大きな比重をかけて解明することが重要で、あ
ると考えている。なぜなら，日本大企業の光と影の両側面を照らしだしてこそ，日本大企業の
国際人事管理と企業労働の構造を，正確に写しとることができると考えるからである。
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